
    

【六ケ所村の核燃料再処理工場が「適合」！？】

５月１３日、原発の使用済核燃料からプルトニウムなどを取り出す日本原燃六ケ所再処理工場について、原子

力規制委員会は「新規制基準に適合する」としました。この再処理工場の危険性を、当測定所は２回の講演で取

り上げています。

再処理工場は、２００７年の１年間だけで、日本一トリチウムの放出が多いとされる玄海原発の１８年分のトリチ

ウムを放出しています。（２０１８年５月 開設６周年のつどい講演） しかも、青森県のがん死亡率を全国１位にし

た元凶と言われています。（２０１８年１２月 第６回測定所まつり講演）

こんな危険な工場を絶対に許すわけにはいきません。

【放射能汚染水も「放出｝！？】

さらに、福島第一原発事故で発生した「汚染水」を海洋か大気中に「放出」する動きを国と東電は強めています。

４月には福島県内で意見聴取会を開きました。漁業・林業・農業関係者や市民から出されている放出反対の声を

押し切る構えです。トリチウムによる健康被害を訴えてきた当測定所としまして、絶対反対です。

６月１５日まで資源エネルギー庁がパブリック・コメントを受け付けています。ぜひ反対意見を集中しましょう。

https://search.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=620220008&Mode=0

【帰還困難区域ですら「避難解除」！？】

東京オリンピックは新型コロナウイルスのために「延期」されましたが、原発事故を消し去ろうとする動きは続い

ています。３月１０日には富岡町の「道路の一部」が「避難指示解除」になり、常磐線が「全線再開」になりました。

しかし当測定所の測定結果でも明確ですが、放射能が消えたわけでも危険性が無くなったわけでもありません。

【新たな目標へ！】

５月６日に京都測定所開設８周年のつどいをネット（ＺＯＯＭ）集会として開催し、３０数名の方にご参加いただき

ました。ありがとうございました。さまざまな困難はありますが、研究者の方たちと共同作業で放射線被ばくによる

健康影響を明らかにする取り組みも進めてきました。そして測定活動を継続しデータを蓄積してきました。その成

果を市民にわかりやすく広げていくことを新たな目標に、京都・市民放射能測定所は前進していきたいと考えま

す。よろしくお願いします。

                         ２０２０年５月１９日 京都・市民放射能測定所 事務局長 佐藤和利

会報 第１6 号

２０２０年５月６日 開設８周年のつどいを開催しました。

新たな目標に向かって京都測定所はがんばります！
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【報告】２０２０年５月６日 開設６周年のつどい
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☆講演

『徹底検証！福島甲状腺がんは本当に
原発事故と無関係か？』

講師：原発事故による甲状腺被ばくの真相を明らかにする会
   宗川吉汪（そうかわ よしひろ）さん

①小児甲状腺がんの地域差あり

2011 年 3 月 11 日の福島第一原子力発電所事故。

それによって放出された放射能の影響で小児甲状腺

がんが発生したかを検査したのが福島県「県民健康

調査」。その本格検査（二回目検査）の結果をふまえ

て、福島県立医大・放射線医学県民健康管理セン

ターは、本格検査で見つかった小児甲状腺がんには

「地域差」があり、「放射線量」の多さに比例して見つ

かっていることを認めました。（右図）

（2017 年 11 月 30 日第 8 回福島県「県民健康調査」検

討委員会「甲状腺検査評価部会」、2017 年 12 月 25日第 29 回検討委員会にも提出）。

②放射線の「影響を否定」するために動いた評価部会

ところが、第 13回「甲状腺検査評価部会」（2019 年 6月 3 日）は、本格検査の結果について、UNSCEAR の推計

甲状腺吸収線量を使用して発見率と線量の相関を調べた結果、「がんは放射線の影響とは関係ない」「地域差は

ない」という「部会まとめ」を作成し、2019 年 7 月 8 日の第 35 回検討委員会に報告しました。

これは、地域分けを適当に変更すれば「甲状腺がんと放射線被ばくとの間の関係を否定できる」ため、評価部会

はUNSCEARのデータを持ち出して新たな地域分けを行ったにすぎないこと。UNSCEARの甲状腺被ばく量の推計

はそもそも過小評価でありであること。評価部会は、初めに結論ありきで適当な地域分けをして「県立医大資料」

を否定したのだと宗川さんは一喝されました。

③真実は隠せない

宗川さんは、本格検査における『細胞診実施率』『甲状腺がん発見率』などを見ても、避難地域が高く会津地域

が低いという地域差がはっきり出ており、評価部会の結論の誤りをデータで明確に示されました。

そして、評価部会の当時の部会長だった鈴木元氏が講演（第 2回放射線医学県民健康管理センター国際シンポ

ジウム 2020年 2月 2日から 3日開催）で述べたように、彼らの計算では15歳以上の年齢では被ばく線量が「高

い」ほど甲状腺がんの発見が「少ない」という矛盾した結論が出てしまっていること、甲状腺がんの男女比が１対１

（通常は１対６ で女性が高い）でありチェルノブイリと同じ結果になっている説明がつかない矛盾などが示されまし

た。
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